
令和元年度第１回 豊川市子ども・子育て会議 会議録（要約） 

 

令和元年６月２８日（金） 

午後１時３０分～３時３０分 

於：豊川市中央図書館 集会室 

 

１ 委員等紹介 

（略） 

 

２ あいさつ 

  白垣会長によるあいさつ 

（略） 

 

３ 議事 

 (1) 子ども・子育て支援事業の進捗状況について（平成３０年度実績） 

【事務局説明の後、主な委員の質疑・意見及び事務局回答・説明】 

・３号認定の赤ちゃんが入園するにあたって、「育休中の母親が育休の終わった

ときに入園できるように予約できる」と聞きましたが、そのようなことを知

らない方が多く、心配していると思います。どのように周知していますか。 

（事務局）育児休業明け予約制度については、枠は平成２９年度から始めていま

す。初年度は２９枠でスタートし３５枠と徐々に増やし、現在５０枠に

なっています。周知方法については募集のタイミングに合わせて広報

に掲載し、ホームページでも周知をしています。４月当所の入所予定だ

と例年だと 9・10 月ぐらいに周知していますので、そのときに合わせ

て、育児休業明け予約の制度についても説明しています。 

・子どもの手帳のようなものに、支援について予め記載してはどうですか。保

護者は利用していると思います。 

（事務局）手帳を作った後に、この制度ができましたので記載されていません。

３年間かけて枠を増やしてきた状態なので、今後、一定の枠で固定でき

通年で支援できるようになれば紙媒体を使用して案内できると思いま

す。 

・５０枠というのは、豊川市全体の数ですか。 

（事務局）市全体の数です。説明会で話をし、チラシも配布しています。１０月

の説明会で「今年は育児休業明け予約制度で５０枠のうち４０枠設け

た」と説明しています。 

・それも抽選になりますか。 



（事務局）抽選です。申込いただき「いつ頃、何時間就労か、兄弟入所か」等い

ろいろな要件に基づき決まります。また市内全園でできるわけでなく

子どもの多い園や時間の延長等も考慮し枠を設けています。ご希望の

園に枠がないこともあります。申込のない園もあれば、１枠しかないの

に２、３人の申込がある園もあります。抽選に漏れた方は通常の申込も

できます。現在の状況として途中入所は厳しい状況です。施設をますま

す増加しないと賄えない状況です。ただ育児休業の期間がさらに延び

ました。以前は０歳途中や１歳になりたてで入園希望が多かったが１

年たってから最大で２年間までとれるので、どこかの４月から入園を

希望される方も増えてきました。現在利用が少ないのはＰＲ不足なの

か、入園のタイミング的な問題なのか考察しているところです。 

（２）次期計画策定における、教育・保育の提供区域の設定並びに計画策定にむ

けた方針について 

【事務局説明の後、主な委員の質疑・意見及び事務局回答・説明】 

・提供区域は第１期計画と変更なしということでよろしいですか。 

（事務局）変更ありません。 

（３）令和元年度保育所整備事業について 

【事務局説明の後、主な委員の質疑・意見及び事務局回答・説明】 

・今回のように新設や増員が事前にわかっているものについては、次期計画に

入れていくということでよろしいですか。 

（事務局）計画に入れていきます。 

４計画策定にむけた今後のスケジュール 

【事務局説明】 

５その他 

「放課後児童クラブ１０連休中の臨時開所について」 

「放課後児童クラブ夏休み期間の拠点開所について」 

「豊川市一時預かり事業による臨時の保育園開所について」 

【事務局説明の後、主な委員の質疑・意見及び事務局回答・説明】 

・児童クラブのことで質問いたします。子育て支援課でも大変ご尽力いただき、

直営のクラブを作っていただき、皆さんが預けられるように最大の努力をし

ていただいていることはよくわかるのですが、人手不足の状況はどのように

なっていますか。民間に委託できるような社会状況にあるのか、父母会の父

母の負担を大きくしていくとか、どのような方法で人手不足を解消するお考

えですか。 

（事務局）いろいろなところに声かけをしています。シルバー人材センターや夏

休みに手が空く交通指導員等にも声をかけていますが、なかなか集ま



らないということです。ですので、民間にクラブを委託するのではなく、

例えば人材派遣会社に人材だけ集めていただくことも考えています。

財政についても考えながらやっていく状況だと思います。今のところ、

クラブ自体を民間に委託することは考えていません。今は、保育協会に

委託していますが、それをやめて、来年度からすべて公設のクラブを直

営とします。ですので、その後、またすぐに民間に委託するということ

は考えていないということです。人材の取り込み方に関しては考察し

ていかなければならないと思います。直営になることで、ハローワーク

に直接お願いできますので、公設で市役所が実施することの効果も、こ

れから見極めたいと考えています。 

 

（事務局）次回会議は、８月２７日（火）１３時３０分から豊川市中央図書館で

行う予定です。 


